
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交付金申請報告書 
 

 

国際協会 334-D 地区 2R1Z 

高岡アラートライオンズクラブ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



地区及びクラブシェアリング交付金申請報告書 

LCIF 交付番号DCG16611/334D 

 

シリア難民支援 富山学校 支援事業 

【趣旨】 

2011 年「アラブの春」の一環として始まったこの紛争も今年の 3 月で丸 8 年を迎

え、既に総人口約 2100 万人の半数以上が国内外への避難を余儀なくされ、27 万

とも 47 万とも推計される人びとが命を落としている  

その避難民はトルコ国境に居住地として生活をしている。 

さて、高岡アラートライオンズクラブが結成式で偶然にも高岡警察署の職員よりシ

リア難民の支援を要請された。2015 年冬より物資（毛布、車椅子、ベッド、靴、

食料）を毎年 40 フィートコンテナ満載で 3 年間支援をした。 

しかし、MR. SALIM MAZEN は内戦当時に生まれた子供が教育を受ける年７

歳になった。無知からテロに走る若者、無知からくる貧困は教育の欠如と考え、支

援物資から青少年に教育を与える支援を希望した。 

 

MR. SALIM MAZEN のプロフィールは下記に記載。 

 

トルコとシリア国境にある避難地区に学校の建設。 

2017 年 4 月開校計画及び経過。 

資金は高岡アラートライオンズクラブ、一般寄付金、サリム・マゼンが調達。 

 

資金調達 費  用 

サリム・マゼン自己資金 3,000,000 学校建設資金 3,000,000 

高岡アラート LC 1,000,000 備品など 1,200,000 

高岡アラート LC 会員寄付 500,000   

募金など 200,000 年間運営 2,500,000 

    

■LCIF 交付金 152,600   

CN５周年記念事業 147,400   

高岡アラート LC 事業費 8,100 看板など 8,100 

不足資金 1,700,000   

合 計 6,708,100  6,708,100 

※不足資金は今後、サリム・マゼン、高岡アラート LC 事業費、募金を計画 

 

 



学校の現状について 

生徒は 273 名 年間 2,500,000 円が必要経費。１人当たり＠9,200 円 

まだまだ入学希望者があり、学校収容人数に限界がある。 

 

LCIF 交付金について 

2019 年 3 月６日高岡アラートライオンズクラブ役員・理事会にて承認。  

例会においても全員賛成で承認済。 理事会議事録添付 

 

LCIF 資金使途承認署名 書類添付 

 

※LCIF 交付金贈呈式を行い、指定の富山学校口座に振り込み。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※LCIF 交付金看板の設置について 

 

 

 

 

 

 

 

看板設置場所：左写真教室奥 又は写真右：学校入り口富山学校ロゴ横を予定  

 

 



 シリアとトルコ国境はまだまだ交通手段及び荷物の発送については困難な状況で

あります。看板はチャーターナイト記念式典（写真）の通りサリム・マゼンに贈呈

後、直ちに発送予定。現地には 12 月頃届く予定であり、到着後学校に設置したも

のを写真で届く予定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

LCIF 交付金看板 幅 600 ㎜ 高さ 300 ㎜ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MR.SALIM MAZEN プロフィール 

平成 12 年 初来日 

平成 15 年 日本に定住の為、再来日 

平成 18 年 貿易会社設立 生活基盤ができる。（両親、妻、子供同居） 

平成 26 年 財団一般法人  

富山ムスリムセンター設立 初代代表理事就任 

生年月日  昭和 49 年 9 月 26 日 

職業：貿易会社社長 技術者（メカニック） 

住所：富山県高岡市牧野  国籍：シリア 出身地：シリア ダマスカス 

尚、シリア支援状況は NHK 放送で定期的に放映され、富山放送局は特に関心を示

している。また、NHK のワールドニュースでも頻繁に取材されている。 

地元紙でも取材がされている。 

 

 

 

This project made possible through the of 

Lions Clubs International Foundation 

TOYAMA SCHOOL 

 



議 事 録 

開催日付：2019 年 3 月 6 日午後 6 時～6 時 30 分 

場所：高岡市ふれあい福祉センター 

出席者署名： 

役職 署名欄 役職 署名欄 

会長  理事  

幹事  理事  

会計  理事  

  理事  

  理事  

 

議事録作成人：副幹事 L.名免良秀仁 

【議 題】 

地区及びクラブシェアリング交付金申請報告書 

LCIF 交付番号DCG16611/334D 

シリア難民支援 富山学校 支援事業について 

 

申請中のクラブシェアリング交付金について 2019 年 2 月 13 日高岡信用金庫 

問屋支店に入金額 152,600 円を確認しました。 

よって、チャーターナイト５周年記念式典にて別紙計画(案)通りシリア支援富山学

校に寄贈をおこないます。全国の招待客前で贈呈式を執り行います。 

  

出金承認確認署名。 

 

 

署名                

交付金管理責任者 Noritaka Imai      

2018 年～2019 年度高岡アラートライオンズクラブ会長  

 

署名                

事業委員長氏名(ローマ字の活字体) 

 

署名                

LCIF 事務総長 Rebecca Daou 

 



Aim/Outline 

 This March will be the 8th year since this conflict began in 2011 as part of the “Arab 

Spring” campaign. More than half of the 21 million people of Syria have been forced to 

evacuate within/out of the nation, and an estimated 270 - 470 thousand people have lost 

their lives in this tragedy.  

 Coincidentally, we at the Takaoka Alert Lions Club have had a request from the Takaoka 

Police Department to provide aid to the Syrian refugees. Since the Winter of 2015, we 

have given resources (e.g. blankets, wheelchairs, beds, shoes, and food) every year for 

the past 3 years with a full load of cargo in 40-feet containers each. 

 However, the children who were born during the emergence of the war will have turned 

7 by now. We believe that the lack of knowledge and education, and also the negative 

spiral of poverty which originates from it is a great problem.  

Therefore, we find it reasonable to provide additional aid in the form of education for 

children and teenagers. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 


